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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のピクセルから構成された少なくとも１フレームの画像を取得する画像取得ステッ
プと、
　前記少なくとも１フレームの画像に対して少なくとも１つの解析領域を設定する解析領
域設定ステップと、
　各解析領域に対応するピクセルのデータを抽出するデータ抽出ステップと、
　複数の相関計算にそれぞれ使用するデータペアの複数の時間間隔を設定する時間間隔設
定ステップと、
　抽出データを使用して前記複数の時間間隔のおのおのに対して相関計算をおこなう相関
計算ステップと、
　前記相関計算ステップによる複数の相関計算結果のおのおのに対してフィッティングを
おこなうフィッティングステップを有している、画像解析方法。
【請求項２】
　前記画像取得ステップは、複数フレームの画像を取得し、
　前記解析領域設定ステップは、各フレームの画像に対して１つの解析領域を設定し、前
記解析領域は、各フレームの画像内の同じ領域である、請求項１に記載の画像解析方法。
【請求項３】
　前記相関計算ステップは、同じフレームの画像内の同じ解析領域内のピクセルのデータ
のペアを使用して相関計算をおこなうことを含む、請求項２に記載の画像解析方法。
【請求項４】
　前記相関計算ステップは、異なるフレームの画像内の同じ解析領域内のピクセルのデー
タのペアを使用して相関計算をおこなうことを含む、請求項２に記載の画像解析方法。
【請求項５】
　前記画像取得ステップは、複数フレームの画像を取得し、
　前記解析領域設定ステップは、各フレームの画像に複数の解析領域を設定し、前記複数
の解析領域は、それぞれ、各フレームの画像内の同じ領域である、請求項１に記載の画像
解析方法。
【請求項６】
　前記相関計算ステップは、同じフレームの画像内の異なる解析領域内のピクセルのデー
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タのペアを使用して相関計算をおこなうことを含む、請求項５に記載の画像解析方法。
【請求項７】
　前記相関計算ステップは、異なるフレームの画像内の異なる解析領域内のピクセルのデ
ータのペアを使用して相関計算をおこなうことを含む、請求項５に記載の画像解析方法。
【請求項８】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数１】

ここで、Ｇ２ｓｓａは、同じフレームｆｉの同じ解析領域Ａ１の間の自己相関値、Ｉｆｉ

は、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の空間的
座標、ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｉは、フレームｆｉの解析領域
Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１

の画像のピクセルのデータの総数である、請求項３に記載の画像解析方法。
【請求項９】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数２】

ここで、Ｇ２ｓｄｃは、異なるフレームｆｉとフレームｆｊの同じ解析領域Ａ１の間の相
互相関値、Ｉｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉｆｊは
、フレームｆｊの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の空間的座
標、ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｊは、フレームｆｉとフレームｆ

ｊの同じ解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フレームｆ

ｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ

１の画像のピクセルのデータの総数である、請求項４に記載の画像解析方法。
【請求項１０】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数３】

ここで、Ｇ２ｄｓｃは、同じフレームｆｉの異なる解析領域Ａ１，Ａ２の間の相互相関値
、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ２ｆｉは、フ
レームｆｉの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の空間的座標、
ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｉは、フレームｆｉの異なる解析
領域Ａ１，Ａ２の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍ１ｉは、フレームｆｉの
解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍ２ｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ２

の画像のピクセルのデータの総数である、請求項６に記載の画像解析方法。
【請求項１１】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
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【数４】

ここで、Ｇ２ｄｄｃは、フレームｆｉの解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の間
の相互相関値、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ

２ｆｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の
空間的座標、ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｊは、フレームｆｉ

の解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの積和計算の回
数、Ｍ１ｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍ２ｊは
、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの総数である、請求項７に記載
の画像解析方法。
【請求項１２】
　前記フィッティングステップは、次式を使用してフィッティングをおこなう、

【数５】

ここで、Ｇｓは、ＲＩＣＳの空間相関値、Ｓは、ＲＩＣＳの解析におけるスキャンの影響
、Ｇは、ＲＩＣＳの解析における時間遅延の影響、Ｄは拡散定数、δｒはピクセルサイズ
、Ｎは分子数、ξ，ψは、空間的座標の変化量、Ｗ０は、励起レーザビームの横方向の半
径、ＷＺは、励起レーザビームの縦方向の半径、τｐはピクセル時間、τｌはライン時間
、τｆはフレーム時間である、請求項８～１１のいずれかひとつに記載の画像解析方法。
【請求項１３】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数６】

ここで、Ｇ２ｓｓａは、同じフレームｆｉの同じ解析領域Ａ１の間の自己相関値、Ｉｆｉ

は、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定点の空
間的座標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｉは、フレームｆｉの
解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フレームｆｉの解析
領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数である、請求項３に記載の画像解析方法。
【請求項１４】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
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　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数７】

ここで、Ｇ２ｓｄｃは、異なるフレームｆｉとフレームｆｊの同じ解析領域Ａ１の間の相
互相関値、Ｉｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉｆｊは
、フレームｆｊの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定点の空間
的座標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｊは、フレームｆｉとフ
レームｆｊの同じ解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フ
レームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍｊは、フレームｆｊの解
析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数である、請求項４に記載の画像解析方法。
【請求項１５】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数８】

ここで、Ｇ２ｄｓｃは、同じフレームｆｉの異なる解析領域Ａ１，Ａ２の間の相互相関値
、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ２ｆｉは、フ
レームｆｉの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定点の空間的座
標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｉは、フレームｆｉの異
なる解析領域Ａ１，Ａ２の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍ１ｉは、フレー
ムｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍ２ｉは、フレームｆｉの解析
領域Ａ２の画像のピクセルのデータの総数である、請求項６に記載の画像解析方法。
【請求項１６】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
　前記相関計算ステップは、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数９】

ここで、Ｇ２ｄｄｃは、フレームｆｉの解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の間
の相互相関値、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ

２ｆｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定
点の空間的座標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｊは、フレ
ームｆｉの解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの積和
計算の回数、Ｍ１ｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、
Ｍ２ｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの総数である、請求項
７に記載の画像解析方法。
【請求項１７】
　前記フィッティングステップは、次式を使用してフィッティングをおこなう、



(5) JP 2013-104674 A5 2014.12.25

【数１０】

ここで、Ｇｓは、ＲＩＣＳの空間相関値、Ｓは、ＲＩＣＳの解析におけるスキャンの影響
、Ｇは、ＲＩＣＳの解析における時間遅延の影響、Ｄは拡散定数、δｒはピクセルサイズ
、Ｎは分子数、ξ，ψ，ηは、空間的座標の変化量、Ｗ０は、励起レーザビームの横方向
の半径、ＷＺは、励起レーザビームの縦方向の半径、τｐはピクセル時間、τｌはライン
時間、τｆはフレーム時間である、請求項１３～１６のいずれかひとつに記載の画像解析
方法。
【請求項１８】
　前記フィッティングをおこなうことにより前記解析領域内の各成分の分子種の分子数を
推定し、次式を使用して分子種の割合を計算するステップをさらに有している、
【数１１】

ここで、Ｎｉは、ｉ成分の分子種の分子数、ＰＮｉは、ｉ成分の分子種の分子数Ｎｉの割
合、Ｎｋは、ｋ成分の分子種の分子数、ｍは、多成分解析の成分数である、請求項１～１
７のいずれかひとつに記載の画像解析方法。
【請求項１９】
　前記解析領域内のピクセルのデータを再構成するステップをさらに有しており、前記相
関計算ステップは、再構成されたデータを使用して相関計算をおこなう、請求項１～１８
のいずれかひとつに記載の画像解析方法。
【請求項２０】
　各フレームの画像は、光走査によって時系列的にデータが取得された複数のピクセルか
ら構成されている、請求項１～１９のいずれかひとつに記載の画像解析方法。
【請求項２１】
　相関解析結果を表示するステップをさらに有している、請求項１～２０のいずれかひと
つに記載の画像解析方法。
【請求項２２】
　複数のピクセルから構成された少なくとも１フレームの画像を取得する画像取得部と、
　前記少なくとも１フレームの画像に対して少なくとも１つの解析領域を設定する解析領
域設定部と、
　各解析領域に対応するピクセルのデータを抽出するデータ抽出部と、
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　複数の相関計算にそれぞれ使用するデータペアの複数の時間間隔を設定する時間間隔設
定部と、
　抽出データを使用して前記複数の時間間隔のおのおのに対して相関計算をおこなうとと
もに、複数の相関計算結果のおのおのに対してフィッティングをおこなう解析処理部を有
している、画像解析装置。
【請求項２３】
　前記画像取得部は、複数フレームの画像を取得し、
　前記解析領域設定部は、各フレームの画像に対して１つの解析領域を設定し、前記解析
領域は、各フレームの画像内の同じ領域である、請求項２２に記載の画像解析装置。
【請求項２４】
　前記解析処理部は、同じフレームの画像内の同じ解析領域内のピクセルのデータのペア
を使用して相関計算をおこなう、請求項２３に記載の画像解析装置。
【請求項２５】
　前記解析処理部は、異なるフレームの画像内の同じ解析領域内のピクセルのデータのペ
アを使用して相関計算をおこなう、請求項２３に記載の画像解析装置。
【請求項２６】
　前記画像取得部は、複数フレームの画像を取得し、
　前記解析領域設定部は、各フレームの画像に複数の解析領域を設定し、前記複数の解析
領域は、それぞれ、各フレームの画像内の同じ領域である、請求項２２に記載の画像解析
装置。
【請求項２７】
　前記解析処理部は、同じフレームの画像内の異なる解析領域内のピクセルのデータのペ
アを使用して相関計算をおこなう、請求項２６に記載の画像解析装置。
【請求項２８】
　前記解析処理部は、異なるフレームの画像内の異なる解析領域内のピクセルのデータの
ペアを使用して相関計算をおこなう、請求項２６に記載の画像解析装置。
【請求項２９】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数１２】

ここで、Ｇ２ｓｓａは、同じフレームｆｉの同じ解析領域Ａ１の間の自己相関値、Ｉｆｉ

は、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の空間的
座標、ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｉは、フレームｆｉの解析領域
Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１

の画像のピクセルのデータの総数である、請求項２４に記載の画像解析装置。
【請求項３０】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数１３】

ここで、Ｇ２ｓｄｃは、異なるフレームｆｉとフレームｆｊの同じ解析領域Ａ１の間の相
互相関値、Ｉｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉｆｊは
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、フレームｆｊの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の空間的座
標、ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｊは、フレームｆｉとフレームｆ

ｊの同じ解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フレームｆ

ｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ

１の画像のピクセルのデータの総数である、請求項２５に記載の画像解析装置。
【請求項３１】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数１４】

ここで、Ｇ２ｄｓｃは、同じフレームｆｉの異なる解析領域Ａ１，Ａ２の間の相互相関値
、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ２ｆｉは、フ
レームｆｉの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の空間的座標、
ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｉは、フレームｆｉの異なる解析
領域Ａ１，Ａ２の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍ１ｉは、フレームｆｉの
解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍ２ｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ２

の画像のピクセルのデータの総数である、請求項２７に記載の画像解析装置。
【請求項３２】
　前記解析領域の画像は、二次元画像であり、
　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、

【数１５】

ここで、Ｇ２ｄｄｃは、フレームｆｉの解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の間
の相互相関値、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ

２ｆｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙは、測定点の
空間的座標、ξ，ψは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｊは、フレームｆｉ

の解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの積和計算の回
数、Ｍ１ｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍ２ｊは
、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの総数である、請求項２８に記
載の画像解析装置。
【請求項３３】
　前記解析処理部は、次式を使用してフィッティングをおこなう、
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【数１６】

ここで、Ｇｓは、ＲＩＣＳの空間相関値、Ｓは、ＲＩＣＳの解析におけるスキャンの影響
、Ｇは、ＲＩＣＳの解析における時間遅延の影響、Ｄは拡散定数、δｒはピクセルサイズ
、Ｎは分子数、ξ，ψは、空間的座標の変化量、Ｗ０は、励起レーザビームの横方向の半
径、ＷＺは、励起レーザビームの縦方向の半径、τｐはピクセル時間、τｌはライン時間
、τｆはフレーム時間である、請求項２９～請求項３２のいずれかひとつに記載の画像解
析装置。
【請求項３４】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数１７】

ここで、Ｇ２ｓｓａは、同じフレームｆｉの同じ解析領域Ａ１の間の自己相関値、Ｉｆｉ

は、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定点の空
間的座標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｉは、フレームｆｉの
解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フレームｆｉの解析
領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数である、請求項２４に記載の画像解析装置。
【請求項３５】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数１８】

ここで、Ｇ２ｓｄｃは、異なるフレームｆｉとフレームｆｊの同じ解析領域Ａ１の間の相
互相関値、Ｉｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉｆｊは
、フレームｆｊの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定点の空間
的座標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍｉｊは、フレームｆｉとフ
レームｆｊの同じ解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍｉは、フ
レームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍｊは、フレームｆｊの解
析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数である、請求項２５に記載の画像解析装置。
【請求項３６】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
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　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、
【数１９】

ここで、Ｇ２ｄｓｃは、同じフレームｆｉの異なる解析領域Ａ１，Ａ２の間の相互相関値
、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ２ｆｉは、フ
レームｆｉの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定点の空間的座
標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｉは、フレームｆｉの異
なる解析領域Ａ１，Ａ２の画像のピクセルのデータの積和計算の回数、Ｍ１ｉは、フレー
ムｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、Ｍ２ｉは、フレームｆｉの解析
領域Ａ２の画像のピクセルのデータの総数である、請求項２７に記載の画像解析装置。
【請求項３７】
　前記解析領域の画像は、三次元画像であり、
　前記解析処理部は、次式を使用して相関計算をおこなう、

【数２０】

ここで、Ｇ２ｄｄｃは、フレームｆｉの解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の間
の相互相関値、Ｉ１ｆｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータ、Ｉ

２ｆｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータ、ｘ，ｙ，ｚは、測定
点の空間的座標、ξ，ψ，ηは、測定点からの空間的座標の変化量、Ｍ１２ｉｊは、フレ
ームｆｉの解析領域Ａ１とフレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの積和
計算の回数、Ｍ１ｉは、フレームｆｉの解析領域Ａ１の画像のピクセルのデータの総数、
Ｍ２ｊは、フレームｆｊの解析領域Ａ２の画像のピクセルのデータの総数である、請求項
２８に記載の画像解析装置。
【請求項３８】
　前記解析処理部は、次式を使用してフィッティングをおこなう、
【数２１】

ここで、Ｇｓは、ＲＩＣＳの空間相関値、Ｓは、ＲＩＣＳの解析におけるスキャンの影響
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、Ｇは、ＲＩＣＳの解析における時間遅延の影響、Ｄは拡散定数、δｒはピクセルサイズ
、Ｎは分子数、ξ，ψ，ηは、空間的座標の変化量、Ｗ０は、励起レーザビームの横方向
の半径、ＷＺは、励起レーザビームの縦方向の半径、τｐはピクセル時間、τｌはライン
時間、τｆはフレーム時間である、請求項３４～請求項３７のいずれかひとつに記載の画
像解析装置。
【請求項３９】
　前記解析処理部は、前記フィッティングをおこなうことにより前記解析領域内の各成分
の分子種の分子数を推定し、次式を使用して分子種の割合を計算する、
【数２２】

ここで、Ｎｉは、ｉ成分の分子種の分子数、ＰＮｉは、ｉ成分の分子種の分子数Ｎｉの割
合、Ｎｋは、ｋ成分の分子種の分子数、ｍは、多成分解析の成分数である、請求項２２～
請求項３８のいずれかひとつに記載の画像解析装置。
【請求項４０】
　前記解析処理部は、前記解析領域内のピクセルのデータを再構成し、再構成したデータ
を使用して相関計算をおこなう、請求項２２～請求項３９のいずれかひとつに記載の画像
解析装置。
【請求項４１】
　各フレームの画像は、光走査によって時系列的にデータが取得された複数のピクセルか
ら構成されている、請求項２２～請求項４０のいずれかひとつに記載の画像解析装置。
【請求項４２】
　相関解析結果を表示する表示部をさらに有している、請求項２２～請求項４１のいずれ
かひとつに記載の画像解析装置。
【請求項４３】
　各フレームの画像の各ピクセルのデータは蛍光強度データである、請求項８～請求項１
６のいずれかひとつに記載の画像解析方法。
【請求項４４】
　各フレームの画像の各ピクセルのデータは蛍光強度データである、請求項２９～請求項
３７のいずれかひとつに記載の画像解析装置。
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